
最高裁長官，最高裁判事，事務総長，首席調査官及び司研所長前後の経歴の一覧表 ５９期弁護士　山中理司（大阪）
＊１　①最後の職が最高裁裁判官である人は赤文字表記とし，②最後の職が高裁長官である人は紫文字表記とした。
＊２　「③就任時残り年月日」については，最後の職が最高裁裁判官である者についても，６５歳到達日（＝定年退官発令日）とした。また，依願退官又は在任中死亡（＝病死等又は自殺）の裁判官については，退官日を記載し，「③就任時残り年月日」は空欄とした。
＊３　出身大学（元裁判官の多い順）につき，東大は54人，中央大は2人，京大は20人，早稲田大は0人，東北大は1人，九州大は0人，明治大は0人，名古屋大は2人，一橋大は2人，慶応大は0人，関西大は0人，大阪大は0人，日本大は0人，立命館大は0人，北海道大は0人，金沢大は0人，大阪市大は0人，岡山大は0人，神戸大は0人，法政大は0人，同志社大は0人である。
＊４　平成２２年１１月２１日の近藤崇晴最高裁判事の死亡退官（後任者は平成２２年１２月２７日就任の寺田逸郎広島高裁長官）から，平成２６年３月３１日の竹崎博允最高裁長官の依願退官までの間，最高裁判事を退官した人がいなかった。
＊５　「遅れ」につき，現役で大学に入学し，４回生で卒業した直後に司法修習生となった場合，遅れ年数は０年であり，現役で法科大学院に入学し，卒業直後の司法試験に合格して司法修習生となった場合，遅れ年数は２年である。
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１　最高裁長官の場合（東京高裁長官から５人，大阪高裁長官から１人，広島高裁長官から１人，福岡高裁長官から１人）
1 矢口洪一 やぐちこういち 0 京大 T9.2.20 S60.2.20 4 62 定年１ 1年2月29日 2年2月29日 2年8月0日 S60.11.5 最高裁長官（１１） S59.2.20 最高裁判事・一小 S57.11.22 東京高裁長官 S55.3.22 最高裁事務総長 S53.10.23 東京家裁所長 S52.9.26 浦和地裁所長 S51.7.16 最高裁事務次長 S45.12.30 最高裁人事局長 矢口洪一
2 草場良八 くさばりょうはち 3 東大 T14.11.16 H2.11.16 1 62 依願退官 1年9月11日 2年9月0日 2年0月30日 H2.2.20 最高裁長官（１２） H1.11.27 最高裁判事・二小 S63.2.16 東京高裁長官 S61.1.17 最高裁事務総長 S57.1.30 東京高裁１１刑部総括S55.3.11 甲府地家裁所長 S50.5.1 最高裁経理局長 S48.7.1 最高裁秘書課長 草場良八
3 三好達 みよしとおる 7 東大 S2.10.31 H4.10.31 3 63 定年１ 0年10月14日 1年5月20日 1年0月1日 H7.11.7 最高裁長官（１３） H4.3.25 最高裁判事・一小 H3.5.11 東京高裁長官 H2.5.10 札幌高裁長官 S57.5.28 最高裁首席調査官 S61.4.1 長野地家裁所長 S60.3.15 大分地家裁所長 S57.5.10 書研所長 三好達
4 山口繁 やまぐちしげる 9 京大 S7.11.4 H9.11.4 0 61 定年１ 3年0月7日 3年8月1日 2年8月27日 H9.10.31 最高裁長官（１４） H9.3.10 最高裁判事・三小 H6.3.3 福岡高裁長官 H3.6.4 司研所長 H1.11.2 東京高裁９民部総括 S63.4.1 甲府地家裁所長 S58.2.1 最高裁総務局長 S55.9.25 東京高裁事務局長 山口繁
5 町田顕 まちだあきら 13 東大 S11.10.16 H13.10.16 0 62 定年１ 0年11月7日 2年6月1日 0年7月5日 H14.11.6 最高裁長官（１５） H12.3.22 最高裁判事・一小 H11.4.15 東京高裁長官 H10.9.10 福岡高裁長官 H6.4.1 東京高裁３民部総括 H5.3.8 千葉地裁所長 H3.7.18 甲府地家裁所長 S61.9.22 最高裁経理局長 町田顕
6 島田仁郎 しまだにろう 16 東大 S13.11.22 H15.11.22 1 63 定年１ 0年8月17日 1年9月1日 1年0月0日 H18.10.16 最高裁長官（１６） H14.11.7 最高裁判事・一小 H14.2.21 大阪高裁長官 H13.2.21 仙台高裁長官 H11.4.1 司研所長 H10.9.1 東京高裁３刑部総括 H8.11.29 浦和地裁所長 H6.3.22 宇都宮地裁所長 島田仁郎
7 竹崎博允 たけさきひろのぶ 21 東大 S19.7.8 H21.3.31 1 62 依願退官 1年9月16日 2年1月22日 0年7月14日 H20.11.25 最高裁長官（１７） H19.2.9 東京高裁長官 H18.6.26 名古屋高裁長官 H14.11.7 最高裁事務総長 H14.7.10 最高裁事務次長 H9.3.14 最高裁経理局長 H6.4.1 東京地裁１刑部総括 竹崎博允
8 寺田逸郎 てらだいつろう 26 東大 S23.1.9 H25.1.9 2 62 定年１ 0年10月3日 2年10月16日 1年5月19日 H26.4.1 最高裁長官（１８） H22.12.27 最高裁判事・三小 H22.2.24 広島高裁長官 H20.9.5 さいたま地裁所長 H19.7.10 東京高裁２民部総括 H17.1.16 法務省民事局長 H13.12.1 法務省司法法制部長H10.6.23 法務省秘書課長 寺田逸郎
9 大谷直人 おおたになおと 29 東大 S27.6.23 H29.6.23 0 62 0年6月30日 2年11月5日 2年3月21日 H30.1.9 最高裁長官（１９） H27.2.17 最高裁判事・一小 H26.7.18 大阪高裁長官 H24.3.27 最高裁事務総長 H23.1.27 静岡地裁所長 H19.1.15 最高裁人事局長 H17.1.28 最高裁刑事局長 H14.9.18 最高裁秘書課長 大谷直人

＊　第１８代最高裁長官の寺田逸郎の父親は，第１０代最高裁長官の寺田治郎（大正４年１１月４日～平成１４年３月１７日）（長官在任期間は昭和５５年１０月１日～昭和６０年１１月３日）である。

２　裁判官枠出身の最高裁判事の場合（東京高裁長官から９人，大阪高裁長官から９人，名古屋高裁長官から１人，福岡高裁長官から２人，仙台高裁長官から２人，最高裁事務総長から１人）
1 大内恒夫 おおうちつねお 0 東大 T11.3.24 S62.3.24 2 61 定年１ 1年8月16日 3年1月4日 1年8月23日 S60.11.5 最高裁判事・一小 S59.2.20 東京高裁長官 S57.5.28 名古屋高裁長官 S56.7.20 東京地裁所長 S55.3.22 東京家裁所長 S53.9.22 東京高裁９民部総括 S51.5.29 千葉地裁所長 大内恒夫
2 香川保一 かがわやすかず 1 東大 T10.5.5 S61.5.5 3 64 定年１ 0年8月10日 0年11月28日 0年9月10日 S61.1.17 最高裁判事・二小 S60.5.7 名古屋高裁長官 S59.7.27 札幌高裁長官 S56.11.1 東京高裁２民部総括 S54.10.9 浦和地裁所長 S54.7.20 東京高裁判事 S50.7.18 法務省民事局長 香川保一
3 四ッ谷厳 よつやいわお 1 東大 T11.2.9 S62.2.9 3 63 定年１ 1年2月23日 1年3月4日 0年10月19日 S62.1.28 最高裁判事・一小 S60.11.5 東京高裁長官 S59.12.17 広島高裁長官 S53.7.13 東京高裁４刑部総括S52.10.20 東京高裁判事 S51.3.1 福島地裁所長 S47.4.10 東京地裁部総括（刑事部）四ッ谷厳
4 貞家克己 ていかかつみ 2 東大 T12.9.13 S63.9.13 2 63 定年１ 1年3月20日 1年9月18日 1年0月21日 S63.3.17 最高裁判事・三小 S61.11.26 大阪高裁長官 S60.11.5 広島高裁長官 S58.9.1 横浜地裁所長 S57.7.15 東京高裁３民部総括S55.12.26 宇都宮地裁所長 S55.12.25 東京高裁判事 貞家克己
5 可部恒雄 かべつねお 4 東大 S2.3.9 H4.3.9 1 61 定年１ 1年4月21日 3年2月19日 1年6月21日 H2.5.10 最高裁判事・三小 S63.12.19 福岡高裁長官 S62.5.28 東京地裁所長 S59.2.20 最高裁首席調査官 S57.7.15 水戸地裁所長 S48.4.9 東京地裁部総括（民事部）S42.4.1 最高裁調査官 可部恒雄
6 大西勝也 おおにしかつや 5 東大 S3.9.10 H5.9.10 0 61 定年１ 1年5月16日 3年9月14日 1年9月12日 H3.5.13 最高裁判事・二小 H1.11.27 東京高裁長官 S63.2.15 最高裁事務総長 S61.12.14 東京高裁１４民部総括 S60.6.1 甲府地家裁所長 S59.9.11 最高裁事務次長 S56.2.7 最高裁人事局長 大西勝也
7 小野幹雄 おのもとお 7 中央大 S5.3.16 H7.3.16 1 61 定年１ 0年8月9日 3年9月12日 2年6月17日 H4.2.13 最高裁判事・一小 H3.6.4 大阪高裁長官 S63.11.18 司研所長 S62.1.10 東京高裁１０刑部総括S60.10.1 大津地家裁所長 S56.2.7 最高裁刑事局長 S51.4.10 東京地裁６刑部総括 小野幹雄
8 千種秀夫 ちくさひでお 7 東大 S7.2.21 H9.2.21 (1) 59 定年１ 1年7月0日 5年0月8日 2年8月29日 H5.9.13 最高裁判事・三小 H4.2.13 最高裁事務総長 H1.5.15 東京高裁１０民部総括S62.12.1 静岡地裁所長 S62.11.24 東京高裁判事 S61.7.15 法務省民事局長 S58.7.15 東京地裁１５民部総括千種秀夫
9 藤井正雄 ふじいまさお 9 京大 S7.11.7 H9.11.7 0 61 定年１ 1年8月4日 3年8月4日 1年11月14日 H7.11.7 最高裁判事・一小 H6.3.3 大阪高裁長官 H4.3.17 横浜地裁所長 H2.3.5 東京高裁１民部総括S62.11.24 法務省民事局長 S61.7.15 東京高裁判事 S58.6.21 東京地裁８民部総括 藤井正雄
10 金谷利廣 かねたにとしひろ 12 京大 S10.5.17 H12.5.17 0 61 定年１ 0年11月2日 3年5月18日 3年2月16日 H9.10.31 最高裁判事・三小 H8.11.29 東京高裁長官 H5.9.13 最高裁事務総長 H3.6.15 奈良地家裁所長 S63.4.1 最高裁総務局長 S60.4.1 最高裁刑事上席調査官S59.4.1 東京地裁５刑部総括 金谷利廣
11 北川弘治 きたがわひろはる 11 名古屋大 S9.12.27 H11.12.27 0 62 定年１ 1年6月0日 2年9月17日 2年2月17日 H10.9.10 最高裁判事・二小 H9.3.10 福岡高裁長官 H6.12.21 東京家裁所長 H2.5.10 最高裁首席調査官 H1.4.11 千葉家裁所長 S63.4.1 東京高裁判事 S58.4.1 最高裁行政上席調査官北川弘治
12 泉徳治 いずみとくじ 15 京大 S14.1.25 H16.1.25 0 61 定年１ 2年7月15日 3年10月3日 3年3月22日 H14.11.6 最高裁判事・一小 H12.3.22 東京高裁長官 H8.11.29 最高裁事務総長 H7.7.30 浦和地裁所長 H6.4.8 最高裁事務次長 H2.2.3 最高裁人事局長 S63.2.29 最高裁民事局長 泉徳治
13 上田豊三 うえだとよぞう 15 東大 S12.5.23 H14.5.23 1 63 定年１ 1年6月7日 1年9月9日 0年6月14日 H14.2.21 最高裁判事・三小 H12.8.14 大阪高裁長官 H12.1.31 広島高裁長官 H10.3.11 東京地裁所長 H6.12.21 最高裁首席調査官 H5.11.4 前橋地裁所長 H3.6.15 最高裁総務局長 上田豊三
14 今井功 いまいいさお 16 京大 S14.12.26 H16.12.26 0 62 定年１ 2年1月21日 2年1月20日 0年8月16日 H16.12.27 最高裁判事・二小 H14.11.6 東京高裁長官 H14.2.21 仙台高裁長官 H10.3.11 最高裁首席調査官 H8.7.19 東京高裁２民部総括 H6.12.21 前橋地裁所長 H2.3.15 最高裁民事局長 今井功
15 堀籠幸男 ほりごめゆきお 19 東大 S15.6.16 H17.6.16 2 62 定年１ 2年6月10日 2年7月9日 2年7月16日 H17.5.17 最高裁判事・三小 H14.11.7 大阪高裁長官 H12.3.22 最高裁事務総長 H12.1.4 最高裁事務次長 H11.9.1 最高裁総務局長事務取扱H10.8.10 最高裁事務次長 H6.4.8 最高裁人事局長 堀籠幸男
16 涌井紀夫 わくいのりお 18 京大 S17.2.11 H19.2.11 0 63 病死等 1年4月29日 1年8月25日 2年7月29日 H18.10.16 最高裁判事・一小 H17.5.17 大阪高裁長官 H14.9.18 福岡高裁長官 H13.2.21 司研所長 H11.2.10 東京高裁１５民部総括H10.1.24 前橋地裁所長 H5.11.4 最高裁総務局長 涌井紀夫
17 近藤崇晴 こんどうたかはる 21 東大 S19.3.24 H21.3.24 1 61 病死等 1年5月3日 3年3月4日 3年9月29日 H19.5.23 最高裁判事・三小 H17.12.20 仙台高裁長官 H14.2.21 最高裁首席調査官 H13.2.21 東京高裁１５民部総括 H11.4.1 甲府地家裁所長 H5.11.4 最高裁行政上席調査官H4.11.12 東京地裁２６民部総括近藤崇晴
18 金築誠志 かねつきせいし 21 東大 S20.4.1 H22.4.1 0 61 定年１ 2年3月10日 3年5月16日 1年8月5日 H21.1.26 最高裁判事・一小 H18.10.16 大阪高裁長官 H17.2.11 東京地裁所長 H14.9.18 司研所長 H10.8.10 最高裁人事局長 H2.4.1 東京地裁部総括（民事部）S62.8.1 東京地裁判事 金築誠志
19 千葉勝美 ちばかつみ 24 東大 S21.8.25 H23.8.25 1 62 定年１ 1年1月3日 2年9月0日 2年11月5日 H21.12.28 最高裁判事・二小 H20.11.25 仙台高裁長官 H17.12.20 最高裁首席調査官 H16.12.27 東京高裁２３民部総括H15.1.24 甲府地家裁所長 H11.2.11 最高裁民事局長 H7.4.3 最高裁秘書課長 千葉勝美
20 白木勇 しらきゆう 22 東大 S20.2.15 H22.2.15 1 63 定年１ 1年1月21日 1年2月21日 0年11月8日 H22.1.15 最高裁判事・一小 H20.11.25 東京高裁長官 H19.12.17 広島高裁長官 H18.10.16 東京地裁所長 H14.11.15 東京高裁１１刑部総括H13.9.16 水戸地裁所長 H9.8.4 最高裁刑事局長 白木勇
21 大谷剛彦 おおたにたけひこ 24 東大 S22.3.10 H24.3.10 1 61 定年１ 1年4月22日 3年1月13日 2年7月0日 H22.6.17 最高裁判事・三小 H21.1.26 大阪高裁長官 H18.6.26 最高裁事務総長 H18.1.30 最高裁事務次長 H14.7.10 最高裁経理局長 H9.11.3 東京高裁事務局長 H6.3.10 東京地裁６刑部総括 大谷剛彦
22 山崎敏充 やまさきとしみつ 27 東大 S24.8.31 H26.8.31 1 63 0年8月24日 1年1月23日 1年3月11日 H26.4.1 最高裁判事・三小 H25.7.8 東京高裁長官 H24.3.27 名古屋高裁長官 H21.1.26 最高裁事務総長 H20.1.26 千葉地裁所長 H19.1.15 最高裁事務次長 H14.9.18 最高裁人事局長 山崎敏充
23 大谷直人 おおたになおと 29 東大 S27.6.23 H29.6.23 0 62 0年6月30日 2年11月5日 2年3月21日 H27.2.17 最高裁判事・一小 H26.7.18 大阪高裁長官 H24.3.27 最高裁事務総長 H23.1.27 静岡地裁所長 H19.1.15 最高裁人事局長 H17.1.28 最高裁刑事局長 H14.9.18 最高裁秘書課長 大谷直人
24 小池裕 こいけひろし 29 東大 S26.7.2 H28.7.2 1 62 1年0月1日 2年3月1日 0年8月24日 H27.4.2 最高裁判事・一小 H26.4.1 東京高裁長官 H25.7.8 東京地裁所長 H24.3.12 東京高裁４民部総括 H22.7.7 水戸地裁所長 H18.1.30 最高裁経理局長 H16.8.1 東京地裁１０民部総括小池裕
25 菅野博之 かんのひろゆき 32 東北大 S27.7.3 H29.7.3 3 62 1年6月19日 2年4月16日 0年10月16日 H28.9.5 最高裁判事・二小 H27.2.17 大阪高裁長官 H26.4.1 東京高裁１７民部総括H24.3.12 水戸地裁所長 H22.5.12 東京地裁民事部所長代行者H14.7.1 東京地裁部総括（民事部）H12.4.1 東京高裁５民判事 菅野博之
26 戸倉三郎 とくらさぶろう 34 一橋大 S29.8.11 H31.8.11 3 61 0年11月7日 3年4月4日 1年8月20日 H29.3.14 最高裁判事・三小 H28.4.7 東京高裁長官 H26.7.18 最高裁事務総長 H25.10.11 さいたま地裁所長 H25.9.20 東京高裁判事 H21.4.27 最高裁総務局長 H20.4.1 東京地裁１３刑部総括戸倉三郎
27 深山卓也 みやまたくや 34 東大 S29.9.2 H31.9.2 3 62 　 0年9月26日 2年5月19日 1年0月20日 H30.1.9 最高裁判事・一小 H29.3.14 東京高裁長官 H28.2.22 さいたま地裁所長 H27.11.18 東京高裁１５民部総括H27.10.2 東京高裁１特部総括 H24.9.25 法務省民事局長 H23.1.11 東京地裁５０民部総括深山卓也

３　最高裁事務総長の場合（１１人が最高裁裁判官になった。）
1 矢口洪一 やぐちこういち 0 京大 T9.2.20 S60.2.20 4 60 定年１ 2年8月0日 4年10月29日 1年4月28日 S59.2.20 最高裁判事・一小 S57.11.22 東京高裁長官 S55.3.22 最高裁事務総長 S53.10.23 東京家裁所長 S52.9.26 浦和地裁所長 S51.7.16 最高裁事務次長 S45.12.30 最高裁人事局長 S43.11.11 最高裁民事局長 矢口洪一
2 勝見嘉美 かつみよしみ 3 東大 T11.9.29 S62.5.28 5 60 依願退官 3年1月26日 1年0月21日 S61.1.17 名古屋高裁長官 S57.11.22 最高裁事務総長 S56.11.1 千葉地裁所長 S56.2.7 最高裁事務次長 S51.7.16 最高裁人事局長 S50.8.1 東京地裁１７民部総括S48.10.1 法務大臣官房司法法制調査部長勝見嘉美
3 草場良八 くさばりょうはち 3 東大 T14.11.16 H2.11.7 1 60 依願退官 2年0月29日 4年9月21日 3年11月18日 H1.11.27 最高裁判事・二小 S63.2.15 東京高裁長官 S61.1.17 最高裁事務総長 S57.1.30 東京高裁１１刑部総括S55.3.11 甲府地家裁所長 S50.5.1 最高裁経理局長 S48.7.1 最高裁秘書課長 S46.4.15 司研事務局長 草場良八
4 大西勝也 おおにしかつや 5 東大 S3.9.10 H5.9.10 0 59 定年１ 1年9月12日 5年6月26日 1年2月1日 H3.5.13 最高裁判事・二小 H1.11.27 東京高裁長官 S63.2.15 最高裁事務総長 S61.12.14 東京高裁１４民部総括 S60.6.1 甲府地家裁所長 S59.9.11 最高裁事務次長 S56.2.7 最高裁人事局長 S52.9.26 最高裁総務局長 大西勝也
5 川嵜義徳 かわさきよしのり 8 京大 S6.11.29 H8.11.29 0 57 定年３ 2年2月17日 7年0月2日 1年10月16日 H6.3.3 東京高裁長官 H4.2.13 大阪高裁長官 H1.11.27 最高裁事務総長 S63.1.11 千葉地裁所長 S61.9.22 最高裁事務次長 S58.7.15 最高裁経理局長 S56.3.1 最高裁民事局長 S54.10.16 東京地裁１４民部総括川嵜義徳
6 千種秀夫 ちくさひでお 7 東大 S7.2.21 H9.2.21 1 59 定年１ 1年7月0日 5年0月8日 2年8月29日 H5.9.13 最高裁判事・三小 H4.2.13 最高裁事務総長 H1.5.15 東京高裁１０民部総括S62.12.1 静岡地裁所長 S62.11.24 東京高裁判事 S61.7.15 法務省民事局長 S58.7.15 東京地裁１５民部総括千種秀夫
7 金谷利廣 かねたにとしひろ 12 京大 S10.5.17 H12.5.17 0 58 定年１ 3年2月16日 6年8月4日 2年2月29日 H9.10.31 最高裁判事・三小 H8.11.29 東京高裁長官 H5.9.13 最高裁事務総長 H3.6.15 奈良地家裁所長 S63.4.1 最高裁総務局長 S60.4.1 最高裁刑事上席調査官S59.4.1 東京地裁５刑部総括 S53.4.1 司研刑裁教官 金谷利廣
8 泉徳治 いずみとくじ 15 京大 S14.1.25 H16.1.25 0 57 定年１ 3年3月22日 7年1月27日 1年3月30日 H14.11.6 最高裁判事・一小 H12.3.22 東京高裁長官 H8.11.29 最高裁事務総長 H7.7.30 浦和地裁所長 H6.4.8 最高裁事務次長 H2.2.3 最高裁人事局長 S63.2.29 最高裁民事局長 S61.9.22 最高裁秘書課長 泉徳治
9 堀籠幸男 ほりごめゆきお 19 東大 S15.6.16 H17.6.16 2 59 定年１ 2年7月16日 5年2月25日 0年2月18日 H17.5.17 最高裁判事・三小 H14.11.7 大阪高裁長官 H12.3.22 最高裁事務総長 H12.1.4 最高裁事務次長 H11.9.1 最高裁総務局長事務取扱H10.8.10 最高裁事務次長 H6.4.8 最高裁人事局長 H4.12.25 東京地裁２刑部総括 堀籠幸男
10 竹崎博允 たけさきひろのぶ 21 東大 S19.7.8 H21.7.8 0 58 依願退官 3年7月19日 6年8月1日 0年3月28日 H19.2.9 東京高裁長官 H18.6.26 名古屋高裁長官 H14.11.7 最高裁事務総長 H14.7.10 最高裁事務次長 H9.3.14 最高裁経理局長 H6.4.1 東京地裁１刑部総括 H5.11.11 東京高裁判事 H2.3.15 東京高裁事務局長 竹崎博允
11 大谷剛彦 おおたにたけひこ 24 東大 S22.3.10 H24.3.10 1 59 定年１ 2年7月0日 5年8月13日 0年4月27日 H22.6.17 最高裁判事・三小 H21.1.26 大阪高裁長官 H18.6.26 最高裁事務総長 H18.1.30 最高裁事務次長 H14.7.10 最高裁経理局長 H9.11.3 東京高裁事務局長 H6.3.10 東京地裁６刑部総括 H3.4.5 最高裁経理局総務課長大谷剛彦
12 山崎敏充 やまさきとしみつ 27 東大 S24.8.31 H26.8.31 1 59 3年2月1日 5年7月5日 1年0月0日 H25.7.8 東京高裁長官 H24.3.27 名古屋高裁長官 H21.1.26 最高裁事務総長 H20.1.26 千葉地裁所長 H19.1.15 最高裁事務次長 H14.9.18 最高裁人事局長 H11.2.11 最高裁秘書課長 H8.4.1 東京地裁部総括（民事部）山崎敏充
13 大谷直人 おおたになおと 29 東大 S27.6.23 H29.6.23 0 59 2年3月21日 5年2月27日 1年2月0日 H27.2.17 最高裁判事・一小 H26.7.18 大阪高裁長官 H24.3.27 最高裁事務総長 H23.1.27 静岡地裁所長 H19.1.15 最高裁人事局長 H17.1.28 最高裁刑事局長 H14.9.18 最高裁秘書課長 H13.4.1 東京地裁１６刑部総括大谷直人
14 戸倉三郎 とくらさぶろう 34 一橋大 S29.8.11 H31.8.11 3 59 1年8月20日 5年0月24日 0年9月7日 H29.3.14 最高裁判事・三小 H28.4.7 東京高裁長官 H26.7.18 最高裁事務総長 H25.10.11 さいたま地裁所長 H25.9.20 東京高裁判事 H21.4.27 最高裁総務局長 H20.4.1 東京地裁１３刑部総括 H16.8.1 最高裁審議官 戸倉三郎
15 今崎幸彦 いまさきゆきひこ 35 京大 S32.11.10 H34.11.10 1 58 6年7月3日 1年0月8日 H28.4.7 最高裁事務総長 H27.3.30 水戸地裁所長 H25.1.8 最高裁刑事局長 H22.9.24 東京地裁３刑部総括 H20.2.4 最高裁秘書課長 H16.12.1 司研第一部教官 今崎幸彦

４　最高裁首席調査官の場合（７人が最高裁裁判官になった。）
1 西村宏一 にしむらこういち 1 東大 T9.7.20 S60.7.20 4 58 定年３ 3年2月11日 6年4月3日 0年11月7日 S59.2.20 福岡高裁長官 S57.5.28 東京地裁所長 S54.3.17 最高裁首席調査官 S53.4.10 東京高裁１６民部総括 S51.7.7 水戸地裁所長 S49.10.4 札幌地裁所長 S47.1.31 最高裁民事局長 S44.5.1 東京地裁３５民部総括西村宏一
2 井口牧郎 いのくちまきお 2 東大 T14.1.1 H1.12.21 1 57 依願退官 1年8月23日 0年6月27日 S60.10.24 仙台高裁長官 S59.2.20 東京地裁所長 S57.5.28 最高裁首席調査官 S56.11.1 東京高裁１０民部総括 S55.4.1 千葉地裁所長 S53.9.22 前橋地裁所長 S49.10.4 最高裁民事局長 S44.12.1 東京地裁２１民部総括井口牧郎
3 可部恒雄 かべつねお 4 東大 S2.3.9 H4.3.9 1 56 定年１ 3年3月8日 8年0月18日 1年7月5日 S63.12.19 福岡高裁長官 S62.5.28 東京地裁所長 S59.2.20 最高裁首席調査官 S57.7.15 水戸地裁所長 S48.4.9 東京地裁部総括（民事部）S42.4.1 最高裁調査官 S40.4.28 広島高裁岡山支部判事S38.4.1 岡山地家裁判事 可部恒雄
4 三好達 みよしとおる 7 東大 S2.10.31 H4.10.31 3 59 定年１ 2年11月12日 5年5月3日 1年1月27日 H3.5.13 東京高裁長官 H2.5.10 札幌高裁長官 S62.5.28 最高裁首席調査官 S61.4.1 長野地家裁所長 S60.3.15 大分地家裁所長 S57.5.10 書研所長 S56.10.26 東京地裁１５民部総括 S54.4.1 東京高裁判事 三好達
5 北川弘治 きたがわひろはる 11 名古屋大 S9.12.27 H11.12.27 0 55 定年１ 4年7月11日 9年7月17日 1年0月29日 H9.3.10 福岡高裁長官 H6.12.21 東京家裁所長 H2.5.10 最高裁首席調査官 H1.4.11 千葉家裁所長 S63.4.1 東京高裁判事 S58.4.1 最高裁行政上席調査官S56.5.15 東京地裁部総括（民事部）S52.5.1 最高裁人事局給与課長北川弘治
6 上田豊三 うえだとよぞう 15 東大 S12.5.23 H14.5.23 1 57 定年１ 3年2月18日 7年5月2日 1年1月17日 H12.1.31 広島高裁長官 H10.3.11 東京地裁所長 H6.12.21 最高裁首席調査官 H5.11.4 前橋地裁所長 H3.6.15 最高裁総務局長 S63.4.1 最高裁行政上席調査官S59.4.6 司研事務局長 S58.4.1 司研民裁教官 上田豊三
7 今井功 いまいいさお 16 京大 S14.12.26 H16.12.26 0 58 定年１ 3年11月10日 6年9月15日 1年7月20日 H14.11.6 東京高裁長官 H14.2.21 仙台高裁長官 H10.3.11 最高裁首席調査官 H8.7.19 東京高裁２民部総括 H6.12.21 前橋地裁所長 H2.3.15 最高裁民事局長 S62.3.2 東京高裁事務局長 S59.4.1 東京地裁１９民部総括今井功
8 近藤崇晴 こんどうたかはる 21 東大 S19.3.24 H21.3.24 1 57 病死等 3年9月29日 7年1月3日 1年0月0日 H19.5.23 最高裁判事・三小 H17.12.20 仙台高裁長官 H14.2.21 最高裁首席調査官 H13.2.21 東京高裁１５民部総括 H11.4.1 甲府地家裁所長 H6.11.4 最高裁行政上席調査官H4.11.12 東京地裁２６民部総括 H4.11.2 東京地裁判事 近藤崇晴
9 千葉勝美 ちばかつみ 24 東大 S21.8.25 H23.8.25 1 59 定年１ 2年11月5日 5年8月5日 0年11月23日 H21.12.28 最高裁判事・二小 H20.11.25 仙台高裁長官 H17.12.20 最高裁首席調査官 H16.12.27 東京高裁２３民部総括H15.1.24 甲府地家裁所長 H11.2.11 最高裁民事局長 H7.4.3 最高裁秘書課長 H3.6.15 最高裁調査官 千葉勝美
10 永井敏雄 ながいとしお 26 東大 S24.7.12 H26.7.12 0 59 定年３ 3年4月2日 5年7月17日 0年11月8日 H25.3.5 大阪高裁長官 H24.3.27 広島高裁長官 H20.11.25 最高裁首席調査官 H19.12.17 東京高裁６刑部総括H18.12.11 甲府地家裁所長 H17.5.25 東京地裁刑事部第一所長代行（１７刑部総括）H16.2.28 東京地裁刑事部第二所長代行（１４刑部総括）（令状部）H13.9.16 最高裁刑事上席調査官永井敏雄
11 金井康雄 かないやすお 30 京大 S26.4.13 H28.4.13 2 60 定年３ 2年7月15日 4年0月17日 2年1月22日 H26.11.11 札幌高裁長官 H24.3.27 最高裁首席調査官 H22.2.5 甲府地家裁所長 H18.11.1 司研第一部教官 H17.4.1 東京地裁３５民部総括 H16.4.1 東京高裁判事 H13.7.1 最高裁人事局参事官金井康雄
12 林道晴 はやしみちはる 34 東大 S32.8.31 H34.8.31 0 57 3年1月29日 7年9月20日 0年1月30日 H30.1.9 東京高裁長官 H26.11.11 最高裁首席調査官 H26.9.12 東京高裁１２民部総括 H25.3.5 静岡地裁所長 H22.7.7 最高裁経理局長 H21.8.3 最高裁民事局長 H17.10.11 司研事務局長 林道晴
13 尾島明 おじまあきら 37 東大 S33.9.1 H35.9.1 2 59 　 5年7月23日 1年0月8日 H30.1.9 最高裁首席調査官 H29.1.1 東京高裁１６民部総括H28.2.22 静岡地裁所長 H24.3.9 最高裁行政上席調査官H21.7.27 東京地裁２３民部総括 H20.8.1 東京高裁９民判事 尾島明

＊　最高裁首席調査官は，昭和４３年１２月２日に設置された。

５　司研所長の場合（５人が最高裁裁判官になった。）
1 田宮重男 たみやしげお 1 東大 T9.3.28 S58.4.11 5 61 依願退官 1年5月23日 1年6月18日 S56.10.19 司研所長 S55.4.1 東京高裁９民部総括 S53.9.22 千葉地裁所長 S51.7.16 前橋地裁所長 S48.2.15 最高裁総務局長 S46.4.1 司研民裁教官 田宮重男
2 沖野威 おきのたけし 2 東大 S2.3.16 H4.3.16 0 56 定年３ 2年6月13日 8年11月5日 1年1月10日 S62.5.28 仙台高裁長官 S60.10.24 東京地裁所長 S58.4.11 司研所長 S57.3.1 司研第一部教官 S56.4.1 東京高裁部総括　 S53.11.10 東京高裁判事 S51.7.7 札幌地裁所長 S49.7.12 書研所長 沖野威
3 柳瀬隆次 やなせりゅうじ 3 東大 T15.9.28 H3.9.28 0 59 定年３ 3年0月25日 5年11月4日 0年8月24日 S63.11.18 東京高裁１０刑部総括S60.10.24 司研所長 S60.1.30 東京高裁３刑部総括S57.11.22 千葉地裁所長 S56.2.7 東京地裁２８刑部総括S55.2.20 最高裁刑事局長 S48.4.2 東京地裁４刑部総括 柳瀬隆次
4 小野幹雄 おのもとお 7 中央大 S5.3.16 H7.3.16 1 58 定年１ 2年6月17日 6年3月26日 1年10月8日 H4.2.13 最高裁判事・一小 H3.6.4 大阪高裁長官 S63.11.18 司研所長 S62.1.10 東京高裁１０刑部総括S60.10.1 大津地家裁所長 S56.2.7 最高裁刑事局長 S51.4.10 東京地裁６刑部総括 S47.4.10 司研刑裁教官 小野幹雄
5 山口繁 やまぐちしげる 9 京大 S7.11.4 H9.11.4 0 58 定年１ 2年8月27日 6年5月0日 1年7月2日 H9.3.10 最高裁判事・三小 H6.3.3 福岡高裁長官 H3.6.4 司研所長 H1.11.2 東京高裁９民部総括 S63.4.1 甲府地家裁所長 S58.2.1 最高裁総務局長 S55.9.25 東京高裁事務局長 S51.9.24 東京地裁部総括（民事部）山口繁
6 櫻井文夫 さくらいふみお 11 東大 S9.4.10 H11.4.10 0 59 定年３ 2年10月10日 5年1月7日 1年2月14日 H9.10.31 東京高裁長官 H9.1.13 広島高裁長官 H6.3.3 司研所長 H4.12.17 東京高裁１５民部総括 H3.2.15 浦和地裁所長 H2.3.15 最高裁事務次長 S59.9.11 最高裁人事局長 S56.2.7 最高裁秘書課長 櫻井文夫
7 岡田良雄 おかだよしお 13 京大 S10.8.13 H12.8.13 1 61 定年３ 2年2月19日 3年7月0日 4年0月19日 H11.4.1 大阪高裁長官 H9.1.13 司研所長 H4.12.25 東京高裁５刑部総括 H2.9.1 新潟地裁所長 S63.3.4 書研所長 S59.4.16 東京地裁９刑部総括 S56.5.15 最高裁人事局給与課長岡田良雄
8 島田仁郎 しまだにろう 16 東大 S13.11.22 H15.11.22 1 60 定年１ 1年10月20日 4年7月21日 0年7月0日 H14.2.21 大阪高裁長官 H13.2.21 仙台高裁長官 H11.4.1 司研所長 H10.9.1 東京高裁３刑部総括 H8.11.29 浦和地裁所長 H6.3.22 宇都宮地裁所長 H1.8.25 最高裁刑事局長 S61.4.7 東京地裁１刑部総括 島田仁郎
9 涌井紀夫 わくいのりお 18 京大 S17.2.11 H19.2.11 0 59 病死等 1年6月28日 5年11月21日 2年0月11日 H17.5.17 大阪高裁長官 H14.9.18 福岡高裁長官 H13.2.21 司研所長 H11.2.10 東京高裁１５民部総括H10.1.24 前橋地裁所長 H5.11.4 最高裁総務局長 H4.6.1 最高裁行政上席調査官S63.4.5 東京地裁部総括（民事部）涌井紀夫
10 金築誠志 かねつきせいし 21 東大 S20.4.1 H22.4.1 0 57 定年１ 2年4月24日 7年6月14日 4年1月8日 H18.10.16 大阪高裁長官 H17.2.11 東京地裁所長 H14.9.18 司研所長 H10.8.10 最高裁人事局長 H2.4.1 東京地裁部総括（民事部）S62.8.1 東京地裁判事 S58.8.1 最高裁人事局任用課長S58.7.1 最高裁人事局調査課長金築誠志
11 相良朋紀 さがらとものり 21 東大 S20.2.22 H22.2.22 0 59 定年３ 2年3月12日 5年0月11日 2年5月2日 H20.11.25 広島高裁長官 H19.5.23 仙台高裁長官 H17.2.11 司研所長 H14.9.9 東京高裁１２民部総括 H12.9.3 前橋地裁所長 H8.4.1 東京地裁部総括（民事部）H5.9.1 司研第一部教官 H2.4.1 東京地裁部総括（民事部）相良朋紀
12 大野市太郎 おおのいちたろう 24 東大 S21.5.10 H23.5.10 1 61 定年３ 2年7月23日 3年11月17日 0年8月14日 H22.6.17 大阪高裁長官 H22.1.15 福岡高裁長官 H19.5.23 司研所長 H18.9.9 東京高裁４刑部総括 H17.1.28 宇都宮地裁所長 H13.9.16 最高裁刑事局長 H12.4.1 東京地裁１刑部総括 H9.4.1 司研第一部教官 大野市太郎
13 佐々木茂美 ささきしげみ 26 京大 S23.3.3 H25.3.3 2 61 定年３ 1年3月25日 3年1月16日 2年11月30日 H24.3.27 大阪高裁長官 H23.5.10 高松高裁長官 H22.1.15 司研所長 H19.1.16 大阪地裁所長 H17.7.22 京都家裁所長 H11.1.4 大阪地裁部総括（民事部）H6.5.1 大阪高裁事務局長 H5.4.7 大阪地裁判事 佐々木茂美
14 安井久治 やすいひさはる 28 東大 S26.4.12 H27.6.8 0 60 依願退官 2年5月1日 0年3月21日 H25.10.11 福岡高裁長官 H23.5.10 司研所長 H23.1.19 東京高裁部総括　 H21.1.26 千葉地裁所長 H19.5.23 長野地家裁所長 H17.12.23 総研所長 H16.8.20 東京地裁１１刑部総括安井久治
15 山名学 やまなまなぶ 30 東大 S26.7.24 H28.7.24 2 62 定年３ 1年8月18日 2年9月13日 1年6月14日 H27.6.29 名古屋高裁長官 H25.10.11 司研所長 H24.3.27 千葉地裁所長 H22.3.8 さいたま地裁所長 H19.5.23 総研所長 H15.2.17 東京高裁事務局長 H13.4.1 東京地裁１４民部総括山名学
16 小泉博嗣 こいずみひろつぐ 31 京大 S28.12.16 H30.12.16 1 61 2年7月0日 3年5月17日 0年11月11日 H30.1.29 大阪高裁長官 H27.6.29 司研所長 H26.7.18 さいたま地裁所長 H24.11.18 前橋地裁所長 H22.3.8 総研所長 H21.8.3 東京高裁判事 H18.9.9 最高裁民事局長 小泉博嗣
17 永野厚郎 ながのあつお 35 京大 S31.4.8 H33.4.8 2 61 3年2月10日 2年6月18日 H30.1.29 司研所長 H27.7.11 東京高裁５民部総括 H26.7.18 前橋地裁所長 H22.7.7 最高裁民事局長 H19.4.1 司研第一部教官 H17.4.1 東京地裁４５民部総括永野厚郎

＊１　昭和１４年７月６日に判事，検事及び司法官試補の研究・研修機関として司法省司法研究所（所長は司法次官の充て職）が刑務協会（現在の矯正協会）の建物（後に日弁連旧会館となった建物）に設置され，昭和１９年始め頃，太平洋戦争のために事実上，その活動を停止した。
　　　 なお，戦前の高等試験司法科試験（大正１２年開始）の実施は昭和１８年度が最後となり，司法官試補の任命は昭和１８年１０月１日付の５６人及び同年１２月付の１人が最後となった（司法官試補２９期）。
＊２　戦後の司法官試補の任命は，①昭和２０年１２月付が１人，②昭和２１年２月２５日付が６８人，③昭和２１年９月３０日付が２８人であり，昭和２２年５月３日の裁判所法施行の際に司法官試補であった者は，司法修習生を命ぜられたものとされた（裁判所法施行令１８条１項）。
　　　 そして，戦前に司法官試補に任命されたが兵役等の事情により修習未了であった者も含めて，３０人が昭和２１年８月に修習を終了し（司法官試補３０期と称されることがある。法曹期別名簿の「司法省司法研究所」欄参照），５２人が昭和２２年１２月１８日に修習を終了し（高輪１期），５１人が昭和２３年４月２２日に修習を終了した（高輪２期）。
＊３　司法省司法研究所は，昭和２２年５月３日に最高裁判所設置の「司法研修所」と司法省(昭和２３年２月１５日廃止)設置の「司法省研修所」（昭和２７年８月１日の法務省設置の際，法務総合研究所となった。）に分離された。
　　 　昭和２２年１０月１４日に初代所長の前沢忠成が最初の司法研修所職員となり，昭和２２年１２月１日に高輪南町の旧毛利公爵邸跡地に仮設された司法研修所において，第１期司法修習生（昭和２２年５月１５日任命。実務修習から開始）１４６人のうちの７４人（東京地裁及び横浜地裁に配属の修習生）だけの入所式が実施された。
　　 　昭和２３年６月３０日に千代田区紀尾井町に移転し（戦前の行政裁判所の跡地），昭和４６年４月８日に文京区湯島（岩崎邸の跡地）に移転し（２５期前期修習からが対象），平成６年４月４日に和光市南（旧米軍朝霞キャンパスの跡地）に移転した（４８期前期修習からが対象）。
　　 　平成１８年１１月２７日に採用された新６０期から新司法修習が開始し（ただし，６０期から６５期までの間は新旧の司法修習が併存した。），平成２３年１１月２７日に採用された新６５期から司法修習生に対する修習資金の貸与制が開始し，平成２６年１２月２日に採用された６８期から導入修習が開始した。
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